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令和６年度環境省入札監視・契約適正化委員会  

第１回定例会議 審議概要  

開催日及び場所  令和６年９月２５日（水） 環境省第２会議室  

出 席 委 員  
<50 音順･敬称略>  

 
 赤渕 芳宏（大学准教授）、川澤 良子（コンサルタント） 

寺浦 康子（弁護士）、保坂 もえ（公認会計士） 

蓑輪 靖博（大学教授） 
 

審議対象期間  令和５年４月１日から令和６年３月３１日  

入札･契約方式  件数  抽 出 案 件 ＜ ４ 件 ＞ 

 

随 意 契 約 
 

 
１件 
 

 
①  令和４年度（繰越）大山隠岐国立公園下山野営場管理棟  

新築等工事  
 

          

一 般 競 争 
 

 

 

３件  
  

 

 
②  令和５年度から令和７年度までのクリーンセンターふた

ば埋立処分等工事  
③  令和５年度阿蘇草原再生野草地環境保全計画策定検討業

務  
④  令和５年度父島列島及び母島列島自然再生施設グリーン

アノール対策調査業務  
 

委員からの意見  
・質問、それら  
に対する回答等  

■意見・□質問  回 答 等 

別紙のとおり 別紙のとおり  

 
 

委員会による 

意見の具申又 

は勧告の内容 
 
 
 
 
 

 
 
 意見の具申又は勧告はなし  
 

  

 

 

 

 

 

 

 



 - 2 -

                                    （別紙）  
 

委員からの意見・質問、それらに対する回答等  
 

抽出案件  ■意見・□質問  回 答 等 

① 令 和 ４ 年 度 （ 繰

越）大山隠岐国立公

園下山野営場管理棟  
新築等工事  

□ 前工事でできなかった約 2.8

億円→約 2.0 億円の約 0.8 億円

と、今回地元から要望された追

加工事の約 0.3 億円を合わせて

約 1.1 億円で発注を行ったも

の。 

設計、工事管理：株式会社タイ

ムスデザイン 

工事：株式会社金田工務店 

運営：株式会社モンベル 

※DBO 方式＝PFI 事業者に設計

（Design）、建設（Build）、運

営（Operate）を一括して委ね，

施 設 の 所 有 ， 資 金 調 達 は 公 共

（国）が行うもの。 

 

別契約で発注した方が安価に

なるのでは。どのようなプロセ

スを踏んで契約手続きをおこな

っているのか。  

本事業については、野営場

内のデザインや建物の意匠も

含めて DBO 方式により行うも

の。その設計業務・工事の実

施者については、本事業の基

本協定書の中で定められてい

ることから、随意契約を行っ

たもの。  
契約にあたっては所内の契

約 委員会 におい て審 議を 行

い、上記のとおり基本協定書

で相手方が定められているこ

とから相手方が１者に限定さ

れ、別発注は困難であること

の承認を経た上で随意契約を

行っている。  
 

□ 事業者からの要望追加分は、

事前の設計に加えておくべきも

のだったのではないか。 

 

PFI 事業者からの追加要望

分については、事業採択時の

提案内容を実現するために必

要なものであると発注者側で

判断した上で工事を実施した

もの。  
 DBO 方式の利点は、施設の

管理運営において PFI 事業者

が収益を上げたものを、施設

の維持管理費に充てて維持管

理コストを下げることにもつ

ながる点。PFI 事業者からの

「運営がしやすくなる」「収

益が上げやすくなる」といっ

た前向きな要望に対しては、

ある程度は発注者側でも協力

できるところはしていく必要

があったと考えている。  
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抽出案件  ■意見・□質問  回 答 等 

②令和５年度から令

和７年度までのクリ

ーンセンターふたば

埋立処分等工事  
 
 
 
 
 

□ 他者(他のゼネコン)の参加は

難しいのか。 

注目度の高い事業であり、発

注規模を小さくする（運搬、中

間処理等の要素ごとに分割する

等）など、門戸を広げる工夫は

できないか。 

処理、運営、中間処理、放

射線管理等の条件を満たして

いる者を求めているため、応

札可能な者は一定程度限定さ

れると考えられる。  
 クリーンセンターふたばで

は、セメント固型化や不燃物

封入等の前処理を敷地内で実

施しており、埋め立て実施ペ

ースに合わせた運搬や中間処

理の実施が求められるほか、

狭い敷地内で複数の工事が並

行して行われることによる安

全上の懸念などから、要素ご

とに分割して実施することは

困難と考えており、現行工事

のような一体発注形式にして

いる。  
今後も埋立処分が継続して

いくことから、指摘事項を踏

ま え、門戸 を広げら れる よ

う、検討していく。  
 

□ クリーンセンターふたば埋立

処分場について、工期１期と２

期を分けて発注することができ

なかったのか。 

 

 

 

 

 

１期、２期は時系列で工期

を分けているのではなく、対

象物で分けている。１期はセ

メント固型化物を、２期は主

灰や不燃物等の埋め立てを同

時並行的に実施していること

から、一体発注としている。  

③令和５年度阿蘇草

原再生野草地環境保

全計画策定検討業務  
 

□ 事業を継続するにあたり改善

はどうしているのか。どのよう

な 手 法 で よ り よ く し て い る の

か。 

関係者と合意形成しながら

丁寧に保全計画を進めていく

ことが、事業の継続に必要な

こ とと考え ている。 その 上

で、植物調査等において、こ

れまで積み上げてきたデータ

をもとに調査する等、業務の

効率化に努めている。  

□ 複数者から見積りを取ってい

るか。なぜ入札に参加しなかっ

たのか。 

業務の特殊性や、対象とな

る エリアが 広範囲で ある こ

と、一年を通じて調査等を行

うことが入札に参加しなかっ

た要因と考えられる。  
 



 - 4 -

抽出案件  ■意見・□質問  回 答 等 

■ 事業の継続性を考えると、１

者応札を改善する方法として、

地域を分割する、業務内容を分

割する、また、発注段階で複数

者の見積りを取得するなど、複

数者が入札に参加できるように

継続的な検討をすべき。 

発注段階で複数の方に入っ

ていただけるような発注内容

の見直しについて、入札条件

の緩和も含めて、引続き検討

を進めたい。  

④令和５年度父島列

島及び母島列島自然

再生施設グリーンア

ノール対策調査業務  
 

□  ５年計画グリーンアノール防

除ロードマップにおいて、最終

目標を決めて実施すべきではな

いか。  
 
 
 

「グリーンアノール防除対

策ロードマップ 2023-2027」
において、最終的には小笠原

諸島からのアノールの完全排

除を目標としつつ、この５年

で目指す島ごとの目標、具体

的取組、管理体制について定

めており、本計画に基づき対

策を実施している。  
 

■  簡易プロポーザルの評価点に

おいて、世代交代を促す観点で

若手の技術者などの参加につい

て加点を検討すべき。  

指摘事項を踏まえ、若手技

術者の参画を促すことができ

るよう努めてまいりたい。  

 
 


